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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・3/26(木)ＡＭ　千葉学園教員の方々が見学予定

・3/27(金)青陽館行事「弥生祭り」

・3/27(金)藤村　翔様の青山荘退所時会議　場所：青山荘交流室　時間：15時～
・第8回院内研修出欠結果が掲示されている為、各自確認すること。

・4/7(火)医事統計締め切り。4/1(水)までに作成し、慶長JGMに報告すること。

・泡タイプのハンドソープ切替方法について
①現在使用している液体ハンドソープが無くなった。

②オーダリングで「ハンドソープセーフメイトFR(手指用殺菌・洗浄剤)」で発注。

③泡タイプのハンドソープを納品。今まで使用していた液体用ハンドソープの本体は庶務へ返却すること。
④泡タイプのハンドソープが空になった場合。

⑤オーダリングで「ハンドソープセーフメイトFR(手指用殺菌・洗浄剤)」で発注。

⑥納品したら、空のボトルは庶務へ返却すること。

・デイナイトケア冷蔵庫の製氷機故障で3/20(金)修繕伝票提出済み。(水の量は減っていくが氷が作られず)

・デイナイトケアＩＨの延長コードについては、以前修繕は完了していたが電源がつかない状態となっている。延長コードのみの破損と考えられるため、コードだけを交換できるか庶務を通して朱夏に確認をしている段階である。

＜青明舎登録者情報＞
・我満奈津紀　様～3/17(火)ヘルパーサービス利用のための認定調査を受けている。青明舎スタフが同席するが、自分の過去を振り返りながら質問に答えている。自分の状態を客観的に見れており、そのままの状態を調査員に伝えている。

近況について、生活は変わらず、娘の学校からの学費もまだ通知が来ないのでいくらかかるか分からないのだとのこと。味が感じられないということで、土曜日に変薬になっているが、まだ味は分からないと話している。月曜日にデイケアに一時間だけ行ってきたが、周りの話し声が気になって疲れたり、誰と話せばいいのか分からなくなって途中で出てきたとのこと。

・大久保康弘　様～3/17(火)青南病院へ入院されたため、青明舎の登録解除となっている。

・森田　清助　様～3/18(水)定期訪問実施。室内は埃があっちこっちに見受けられる。室内の壁はたばこのやにで黄ばんでいる。「今月7日に青南病院にてCT､レントゲﾝ､の検査を行い、異常が無かったが、担当医師からたばこを控えた方が良い1日10本以内にしなさいといわれた。1日10本だと難しい」と話している。

食事は3食摂っている。五福のスタッフに料理を聞きながら行っているので大丈夫と話している。兄様とは週1回面会して野菜等の差し入れはあると話している。

・高柳　和子　様～3/18(水)定期訪問実施。部屋は灯りをつけ、スタッフにコタツに入るように勧めており、表情はそれほど固くはない。昨日寝過ぎてしまったことを話している。昨日は調子が悪いというのがあって、入浴のみでデイケアに行ったが、帰って12時から16時まで寝てしまったとのこと。「寝過ぎると頭が痛くなるんですね」と言いながら苦笑している。先週の木曜日はデイケアに一日居れたとのこと。木曜日は次の日の金曜日で休めるのでいいが、火曜日は水曜日が受診であるので調子が悪いと一日は居れないと話している。デイケア内のグループホームを利用している他利用者を引き合いにして、少人数での共同生活を羨ましく思っている発言をしている。ただ、デイケアに行くのが「絶対」になれば自分は行けないだろうと話している。薬に対し不安を口に出している。ただ変薬で副作用が強かった時があり、いろいろ薬に思うことがあっても変薬が怖くて言えないこともあるとのこと。スタッフは、変薬が怖いということも含めて今の状態を主治医に伝えることを促している。家族とは、弟や伯母と電話で話したとのこと。引きこもっては駄目と思い、週末は頑張ってサンデーに出掛けたとのこと。
・清水　秋男　様～3/21(土)定期訪問実施。ラジオを聴いて過ごしていた様子。いつもより言葉の反応が遅く眠そうな表情である。自ら発言することも少ない。体調は良いと話される。先日、変薬しているが、変化や気になる症状はないとのこと。まだ（変薬されて）日が浅いから様子見です。」と話される。睡眠は取れているとのこと。昨夜は20:30に眠りにつき、今朝4時に起きたと話している。肩の痛みはあるが、弱くなっているとのこと。週末は散歩などをして過ごしたとのこと。食事は摂れていて、遣り繰りも大丈夫と話している。特に困ったことはないとのことで、訪問を終えている。
・松川　順子　様～3/22(日)訪問実施。CDをかけ音楽を聞いて過ごしている。玄関には明日出す燃えるゴミをまとめて置いている。室内は、物が多いも、きちんと分類して整理されており、掃除をしている様子がうかがえる。最近、新しく購入した物があるか確認すると「んー…ないですね。」と返答している。明日、デイケアの通所日であると話すため、小遣い帳の確認をして貰うよう伝えると「はい、そうですね。」と話される。時々、大家さんが様子を見に来ているという。妹とは特に連絡を取り合ったり、会ったりすることはないとのこと。生活面では、朝6時に起きて、夜は22時位には就寝しているとのことで、中途覚醒もなく、良眠出来ているという。今は、生活で困っていることはなく、問題ないと話されている。

＜利用者様情報＞
・上川原　豊様～本人より相談がある。両膝の疼痛､腫れを訴えており､歩行は出来るものの､状態が改善しないとのこと。｢最近､膝の水抜いてないからかな？｣｢塗り薬はつけてるんだけど｣等と話しており､まずは整形外科へ行き､専門医の診察を受けることを勧める。水曜日に室岡整形外科を受診してみるとのことで､状態について受診後に電話で教えていただきたいことを説明。

・高阪　博英様～お母様の病状や生活状況を確認している。お母様の状態は倒れた当初よりは良くなってきているが、まだ安心できないとのこと。妹様と交代で付き添っているとのことで、これからもデイケアを休む事があると思うと話されている。飲酒しないで過ごしているとのこと。

・鈴木　惇浩様～就労支援プログラム終了後､本人より相談があり就労に関して面談を実施。様々な就労支援サービスについて説明。就労支援を受けるには､障害者手帳を持っておくと幅が広がることを伝えると､｢悩んでるんですよね。もらった方が良いと思うし､主治医も『取得したいなら診断書書く』と言ってくれているんだけど…｣等と話している。障害者手帳を取得することに対する本人の葛藤（取得することで､自分が『障害者』だと決めつけられた気がする）について振り返ると､本人も｢それなんですよ…｣と深く頷いている。もし取得したとしても､それを提示（利用）するか否かは自分次第であること､持ちたくないと感じれば自分の意思で返納出来ることを伝えると､｢もう一度考えてみます｣と答えている。

・中村　茂　様～本人から架電あり。下肢に力が入らず、歩きにくいため、休みたいとの事。グループホーム内は歩いて移動できているとの事。来所促すが、「今日はどうしても駄目です。ごめんなさい。」と話し、欠席することとなる。明日は来所することを約束し、電話を終了している。

・種本　サハ様～本人から架電あり。グループホームの避難訓練をしてから一歩も動けないと疲労感を訴えて欠席している。

・倉石ヨシエ様～頭の具合が悪いとの事で詳しく伺うと、頭に神様がいるようで「ボクボクしてくるようだ・・・」と話されている。11：00、血圧測定しており135/67㎜Hｇ、脈拍42回/分で経過している。疎通はとれており陽が当たる所で休みたいとの訴えあり、プログラムは欠席され陽の当たる廊下に座って休まれている。午後からは、不調の訴えはなくプログラムには参加されている。

・倉橋　生子様～昼食を不食されており、「頂きます。」の皆さんの挨拶と同時に下膳されている。特に不機嫌な訴えはないが、「ただ、食べる気はしない・・・」と、メニューに対しての不満を述べられている。その後も、不機嫌な様子は無く、プログラムも参加出来ている。

＜外来情報＞
・種本　サハ様～外来受診時間に来られない為、グループホームに連絡をするが本人とは繋がらない。青明舎に連絡し訪問して頂くとグループホームにおり、12時前に受診に来られる。受診時は、先週の木曜日にベッドから落ち、痛みがあると話されている。痛む部分を確認するが、特に内出血等も見られず、様子観察となる。睡眠について、眠れているとのことで、レボトミン(25)1T　1×夕　中止となる。

・高阪　博英様～毎週受診予定となっているが、2週間前の受診で、お母様が倒れられたことで2週間分の処方を受けている。お母様の体調は危篤状態は脱したが、まだ状態はよくないとのことで、今回も2週間分の処方を受けている。今回も2週間分の処方をしているが、来週の予約を取り、来れなかったら連絡を入れるよう説明受けている。
・若松　健一様～左膝痛あり、整形外科受診してきたとの事。変形性膝関節炎と診断されたが、お薬手帳を持っていかず、次回持参するように言われたと報告されている。
・下口　政子様～ヨダレがでることや眠気があると訴え、バチール(100)1T　1×夕　中止となる。

・田中　一　様～ハロマンス(50)１A筋注施行している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（大久保恒夫様）

実施日：H27年3月23日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井・戸賀沢・三浦

　　　　　　参加者：小林、川井、慶長、松橋、佐々木、油津、小屋敷

検討内容　目標、計画の評価と見直し

	氏名
	大久保恒夫様
	性別
	男
	年齢
	62
	生年月日
	S28年7月27日生　

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	· 基本的な生活習慣を身に付ける

· 対人関係を学ぶ

	本人希望
	病状悪化せず現在の生活を維持していく

	家族希望
	病状悪化せず現在の生活を維持していく

	入院歴
	計　1　回（最終入院　平成6年　12月　～平成7年　9月　）

	通所歴
	　　2回目

· 前回：平成20年3月4日～25年10月10日

· 今回：平成26年5月5日～（週2回/月・火曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：

奥様と二人暮し
	家族構成










	利用制度
	精神障害者保険福祉手帳2級
	生活保護
	

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず現在の生活を維持していく
	①体調管理を行なう（服薬・血圧・生活リズム）


	①来所時に自ら健康チェックを行う。


	①利用日は体調管理・服薬・生活リズムの確認を行っていく。また、健康チェックを行っているのか確認し、実施するよう声掛けする。



	
	②トラブルを起こさないように落ち着いて生活する
	②利用日に面談を行い、不適切な言動があったのか振り返りを行う。
	②本人の行った言動について振り返りを行い、その場にあった言動であるのか確認し、出来ている事は評価する。物のやり取りがあった際は、本人が易怒的とならないよう声掛けする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度50％）
	今後の対応

	①利用日は体調管理・服薬・生活リズムの確認を行っていく。また、健康チェックを行っているのか確認し、実施するよう声掛けする。
	・音が大きく聞こえたり小さく聞こえたり、眼が見えなくなったりと不調を訴えていたが、担当医へ相談し副作用止めを半分にすることになり症状は改善されたと話されている。

・血圧は高値で経過される。以前は頭痛があったが、現在は軽減されている状態。
	血圧が高値の為、来所時は健康チェックを行って頂き、健康状態を把握出来るようにする必要がある。引き続き、健康チェックを行っているのか確認し、体調確認を行う。

	②本人の行った言動について振り返りを行い、その場にあった言動であるのか確認し、出来ている事は評価する。物のやり取りがあった際は、本人が易怒的とならないよう声掛けする。
	・11月に親戚が亡くなり、香典をいくら包んだら良いのか相談を受け、現在の生活状況を考え1万円で良いのではないかとアドバイスしている。青明舎より、本人が社会福祉協議会へ香典を払う為3万円借りたいと申し出があったと情報提供ある。本人へ生活状況を確認すると、香典1万円、火災保険1万6千円払うが通帳にはまだお金が残っている状態であると話される。

・12/8突然壁を殴ることがあり､話を聞くと｢ちょっと腹が立った。もう大丈夫だ｣と不機嫌そうに話している。その後､妻様に様子を聞くと｢職員にいじめられている気がするって話していた｣｢その現場を写真に撮って､弟に見せるって話していた｣｢『姉が､弟ばかり構って寂しい』って恒夫さんが言っていたから､もしかしたら寂しいからなのかもしれない｣等と話している。

・12/26妻様が減薬希望し、減薬となった事について「なんで薬変えたのよ！」「あんたバカでしょ！」「元に戻せ！！」等怒り口調で電話あり。減薬理由について説明するが納得出来ず同様の訴え繰り返す。通所利用時に本人から話してくることはない。

・1/9生活福祉課より情報提供があり、本人より助け合い資金を借りたという連絡があり、定期訪問時に振り返りを実施。今後、計画的にお金を使えるよう家計簿をつけることを提案。3ヶ月間程青明舎訪問時に金銭管理をしてほしいと本人から要望ある。今後青明舎で金銭管理を行っていくとの情報ある。

・2/11奥様の祖母が亡くなる。

・3/6青明舎に電話あり。“以前、たすけあい資金よりお金を借りたことを市役所から青明舎に連絡がいったことを挙げ、市役所に文句を言った。電話をかけた際担当者不在であったが、対応してくれた課長の言葉が人を見下げたような言い方をしたのでかっとなり喧嘩したがどうしたら良いのか分からないと話されていたとの事。青明舎の訪問時に市役所職員が同行し話し合う予定だったが本人が謝罪。


	本人からは、金銭問題を話してくることがない為、無理に内容を引き出す必要はないが、触れれる範囲だけでも振り返れるようにする。目の前で起こったことは今まで通り振り返りを行って行く。易怒的となる事へは、間違ったことを訴えている訳ではないが、話し方に問題がある為、やわらかい口調にするよう声を掛けていくことを目標に加え、一部変更していく。

（目標の重要度を考え、①②を変更する）


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず現在の生活を維持していく
	①トラブルを起こさないように落ち着いて生活する
	①利用日に面談を行い、不適切な言動があったのか振り返りを行う。
	①本人の行った言動について振り返りを行い、その場にあった言動であるのか確認し、出来ている事は評価する。物のやり取りがあった際は、本人が易怒的とならないよう、やわらかい口調にするよう声を掛ける。

	
	②体調管理を行なう（服薬・血圧・生活リズム）
	②来所時に自ら健康チェックを行う。
	②来所時は健康チェックを行う。また、健康チェックを行っているのか確認し、実施するよう声掛けし、体調確認する。


